
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

究理Ⅰ 課題研究プレゼン資料の作成について 

Teams のクラスのチーム中にある「究理Ⅰ」のチャネルの 
ファイルにある「パワーポイント実習」フォルダから、 
「【1601】パワーポイント実習用」の右、「…」三点リーダーから 

 「コピーを送信」を選び、OneDrive のアイコンを選択、 
OneDrive 上に保存しておくこと。 
 
「【1601】パワーポイント実習用」のファイルを開いた場合は、 
右上の  を押し、OneDrive のアイコンを選択、 
OneDrive 上に保存しておくこと。 
 注：OneDrive のフォルダに究理フォルダを作成するなど整理しておく 

 

 
ファイル名の変更 

「OneDrive」上で、ファイルの右にある「…」３点リーダーを押し、 
  「名前の変更」で次のように変更する。 
   1 年 3 組 56 番であれば、 
   【1601】パワーポイント実習用 →【1356】ミニ課題研究プレゼン例 
  とする。 

 

スライド１ 

 
＜テキストの入力＞ 

① テキストボックス（「クリックしてタイトルを入力」の部分）に 
「面積と輪ゴムを引く力の関係」と入力（MS ゴシック、40pt）。 

② テキストボックス（「クリックしてサブタイトルを入力」の部分）に「１年○組○番○○」

と入力（MS ゴシック、28pt） ○には、自分の組、番号、名前 
③ デザインタブから適当なテーマを選んで設定する（見本の通りでなくともよい） 

 ④ テキストボックスを適当な場所へと配置する。 
 
スライド２ 

 
＜テキストの挿入＞ 

① 挿入タブの「テキストボックス」を押して、横書きテキストボックスを追加する。 
② テキストボックスに「目的：輪ゴムで正三角形をつくり、引っ張って面積を２倍にしたとき、輪

ゴムを引く力は何倍になるかを調べる。」と入力（MSゴシック、28pt） 

 
 

 



 

 

＜タイトルの作成・図形の挿入＞ 

① 挿入タブの「図形」から「四角形」を選択する。 
② 「四角形」をクリックし、●もしくは■の部分を押さえながら、画面上部にタイトルの

背景となるように配置する。 
③ 「塗りつぶし」で色を橙、「枠線」で枠線をなしに変更する。 

 
 

＜図形の挿入・面の移動＞ 

①  挿入タブの「図形」から「三角形」を選択する。 
② 「塗りつぶし」で塗りつぶしを白、「枠線」で線の色を橙に変更する。 
③ 「背面へ移動」で矢印の図よりも背面に三角形の図を移動する。 

＜矢印の挿入＞ 

① 図形から右向きのブロック矢印を選択し、挿入する。 
② 色は水色、枠線はなしとし、長さや形を調整して、配置する。 

 
スライド３ 

 
＜画像の挿入・トリミング＞ 

 

右の画像を ipad のカメラアプリで写真を撮る。 
① 挿入タブの画像の挿入から、 

先ほどの写真の中から挿入したい画像を選択する。 
② 画像をクリックし、画像タブを左にフリックし、 
「トリミング」を選択する。 
不要な部分を「枠組」で調整してトリミング」する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

枠線 背面へ移動 

」などの部分でトリミン

グの枠を調整する 



 

 

スライド４ 

 
＜表の挿入＞ 

① 「挿入」タブの「表」をクリックする。 
②  表の行と列の「挿入」で見本のように行数と列数を増やす。 
③ 「表のスタイル」タブで「ドキュメントに最適なスタイル」の白塗り、黒線を選択する。 
④ 見本のように、数値を入力する。 
 

スライド５ 

＜テキストの強調＞ 

① 2行目のテキストボックスをクリックし、「輪ゴムの伸び」の部分をダブルクリック 

② 範囲選択を「輪ゴムの伸び」に調整し、ホームタブでフォントサイズを40とする。 

③ B の太字に変え、フォントカラーを赤色に変える。 

 

スライド６ 

＜スライドの複製＞ 

① 画面左のスライドウィンドウで、スライド２を複製する。 
クリックしたのち、「コピー」を選択し、スライドウィンドウの空きスペースをクリック、

「ペースト」を選択する。 
② 「目的」を「結論」に変えるなど、見本のとおり、テキストの修正、追加を行う。 

不要な図については、クリックし「削除」を選択する 
 

アニメーションの設定  （時間があれば行う） 
 
＜スライド３＞ 

 ・「①〜」「②～」を指で同時にクリックする「グループ化」を選択する。 
「③〜」「④～」を指で同時にクリックする「グループ化」を選択する。 
「①〜②〜」「③〜④〜」「⑤〜」の順番で表示されるように、「アニメーション」タブの開

始効果で「ディゾルブイン」のアニメーションをつける。 
 
 
＜スライドの切り替わり＞ 

 ・いずれかのスライドを選択し、「画面切り替え」タブの切り替え効果で「プッシュ：下から」

を設定する。 
  すべてに適用を押し、すべてのスライドに画面切り替え効果を適用する。 
 
スライドショーの実行 

 ・実際の動きを、スライドショーを実行して確認する。 
 
 不要なアニメーションは使わないこと 


